
農薬名 希釈倍数 使用時期 農薬名 希釈倍数 使用時期

１２月 バスアミド微粒剤 ３０kg/１０a 定植２１日前迄 苗立枯病（ﾘｿﾞｸﾄﾆｱ菌）

チウラム（消毒済購入種子）

1月

上旬

中旬

アブラムシ類、ミナミキイロアザミウマ

イエロー１００枚以上／１０ａ

ブルー　１００枚以上／１０ａ

＊天敵を使用する場合

イエロー５０枚／１０ａ

ブルー　５０枚／１０ａ

うどんこ病

アブラムシ類

うどんこ病

コナジラミ類

アザミウマ類

うどんこ病、黒枯病、灰色かび病、斑点病

うどんこ病

オオタバコガ、ヨトウムシ

うどんこ病、黒枯病、炭疽病、灰色かび病

アザミウマ類、タバコガ類

うどんこ病

オオタバコガ、ヨトウムシ

うどんこ病、斑点病

アブラムシ類、コナジラミ類

コナジラミ類、オオタバコガ、チャノホコリダニ

うどんこ病

うどんこ病

オオタバコガ、ヨトウムシ

オオタバコガ、ヨトウムシ

様式１－３（統一栽培暦）

もっと安心農産物シシトウ栽培暦（令和７年）

令和６年１２月

JAちばみどり干潟園芸組合蔬菜部会

１．土づくり

　　年に一度は、堆肥を施用し土作りに努める（入手先、原料の確認出来る物）

２．施　　肥　　　　　☆施肥診断にもとづく施肥量の遵守　　　　☆有機質１００％（窒素成分）の肥料を使用

肥　　　　　　料　　　　　　名 施　　　　肥　　　　量

基　　　　肥

　　　　　　味　好　１　号 　　２６０㎏／１０ａ

　　　　　　菜　種　粕 　　１００㎏／１０ａ

追　　　　肥

　　　　　　味　好　5　号 　　　　　　　　　６０㎏／１０ａ（１回あたり）

　　　　　　有　機　ア　グ　レ　ッ　ト　６　７　３ 　　　　　　　　　６０㎏／１０ａ（１回あたり）

　　　　　　と　も　だ　ち　８　４　３ 　　　　　　　　　６０㎏／１０ａ（１回あたり）

　　　　　　ソイルサプリエキス

　　　　　  鉄力トレプラス

＊土壌分析結果によりサンライム（有機石灰）・苦土石灰・硫マグ・けい酸加里の施用量及び味好１、２、４、５号を使い分けて適切な施肥を行なう

３．防　　除

月 旬 病害虫の発生 管理
殺　　虫　　剤　 殺　　菌　　剤　

対象病害虫他

土壌消毒

∫
播
種
／
育
苗

２月

下旬
定
植

ベストガード粒剤 １～２ｇ／株 定植時

3月

上旬 ホリバーの設置
２００枚以上　

／１０ａ

中旬

下旬

4月

上旬 ア
ブ
ラ
ム
シ
・
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類

5月

ス
リ

ッ
プ
ス
類

スピノエース顆粒水和剤 ２万倍

ハーモメイト水溶剤 ８００～１０００倍 収穫前日迄

中旬 チェス顆粒水和剤 ５０００倍 収穫前日迄
プロパティフロアブル           

  クロスアウトフロアブル
３０００倍 収穫前日迄

下旬 収
穫
開
始

コロマイト乳剤 ２０００倍 収穫前日迄

上旬 収穫前日迄 アフェットフロアブル ２０００倍 収穫前日迄

中旬

下旬 ジーファイン水和剤 １０００倍 収穫前日迄

８００～１０００倍 収穫前日迄

6月

上旬 ハーモメイト水溶剤

下旬 コンフューザーＶ設置 １００本/１０a

うどんこ病

中旬

タ
バ
コ
ガ

エスマルクＤＦ １０００倍
発生初期但し　　
　収穫前日迄

シグナムＷＤＧ ２０００倍 収穫前日迄

う
ど
ん
こ
病

オオタバコガ

7月

上旬 プレオフロアブル １０００倍 収穫前日迄 ハーモメイト水溶剤 ８００～１０００倍 収穫前日迄

中旬 ゼンターリ顆粒水和剤 １０００倍
発生初期但し　　
　収穫前日迄

ラリー水和剤 ４０００～６０００倍 収穫前日迄

下旬

8月

上旬 コルト顆粒水和剤 ４０００倍 収穫前日迄

中旬 アニキ乳剤 １０００～２０００倍 収穫前日迄 ジーファイン水和剤 １０００倍 収穫前日迄

下旬 ハーモメイト水溶剤 ８００～１０００倍 収穫前日迄

9月

上旬 エスマルクＤＦ １０００倍
発生初期但し　　
　収穫前日迄

中旬

下旬 ゼンターリ顆粒水和剤 １０００倍
発生初期但し　　
　収穫前日迄

10月

上旬

中旬

下旬



用　　途 使用回数

土壌消毒 １回

殺　　菌 １回

殺　　虫 １回

殺　　虫 １回

殺　　虫 １回

殺　　虫 １回

殺　　虫 １回

殺　　菌 1回

殺　 菌 1回

殺　　菌 1回

節減対象農薬の使用状況

農　　　　　薬　　　　　名 使　用　資　材　名

バスアミド微粒剤 ダゾメット

（消毒済購入種子） チウラム

ベストガード粒剤 ニテンピラム

チェス顆粒水和剤 ピメトロジン

コルト顆粒水和剤 ピリフルキナゾン

プレオフロアブル ピリダリル

アルミゲルア・ウアバルア・ダイアモルア・リトルア剤・ビートアーミルア使用

☆みんなで守ろう生産基準

アニキ乳剤 レピメクチン

プロパティフロアブル

ラリー水和剤 ミクロブタニル

クロスアウトフロアブル
ピリオフェノン 殺　　菌 1回

アフェットフロアブル ペンチオピラド

シグナムＷＤＧ ピラクロストロビン・ボスカリド　※２成分


